
９ 2024年（令和6年）2月15日（木曜日） （第三種郵便物認可）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
２
日
（
金
）
の
会
頭
・
副
会
頭
と
部
会
長
・
委
員
長
会
議
を
皮
切
り
に
、
当
所
の
令
和
６

年
度
の
活
動
指
針
と
な
る
事
業
計
画
の
策
定
作
業
が
始
ま
っ
た
。
現
在
、
当
所
で
は
８
つ
の

部
会
と
５
つ
の
常
設
委
員
会
に
お
い
て
事
業
計
画
案
の
審
議
を
進
め
て
お
り
、
３
月
末
に
開

催
さ
れ
る
通
常
議
員
総
会
で
来
年
度
の
事
業
計
画
お
よ
び
予
算
を
決
定
す
る
。
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２日に開催された会頭・副会頭と部会長・委員長会議

ウイルステージの取組について説明を受ける一行

２
０
０
人
を
超
え
る
来
場
者
と
な
っ
た
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー
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編集兼発行人

　　　　　川村　修一

　　印刷　釧路新聞社

　
当
所
水
産
部
会
（
笹
谷
智
貴

部
会
長
）
で
は
、
今
年
度
の
重

点
項
目
に
『
水
産
養
殖
事
業
の

可
能
性
調
査
』
を
掲
げ
活
動
し

て
お
り
、
温
暖
化
等
を
要
因
と

す
る
魚
種
の
変
化
へ
の
対
応
、

全
国
各
地
が
取
り
組
む
「
育
て

る
漁
業
」
へ
の
挑
戦
、
水
産
都

市
釧
路
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
な

ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を

目
的
に
１
月

日
（
月
）
か
ら

３
日
間
で
先
進
地
域
の
視
察
を

行
っ
た
。

　
視
察
に
は
部
会
役
員
ら
５
人

が
参
加
し
、
滋
賀
県
の
㈱
ウ
イ

ル
ス
テ
ー
ジ
の
水
産
養
殖
施
設

や
神
奈
川
県
小
田
原
市
の
漁
港

の
駅
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
の
視
察
を

行
っ
た
。

　
は
じ
め
に
、
滋
賀
県
に
あ
る

廃
校
を
活
用
し
た
養
殖
場
を
訪

れ
、
㈱
ウ
イ
ル
ス
テ
ー
ジ
代
表

取
締
役
の
大
谷
洋
士
氏
、
㈱
ア

ク
ア
ス
テ
ー
ジ
取
締
役
の
細
井

雅
志
氏
ら
よ
り
『
完
全
閉
鎖
型

陸
上
養
殖
に
つ
い
て
』
と
題
し
、

説
明
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
バ
ナ

メ
イ
エ
ビ
や
ビ
ワ
マ
ス
、
サ
ク

ラ
マ
ス
を
養
殖
し
て
い
る
施
設

の
見
学
を
行
っ
た
。

　
ウ
イ
ル
ス
テ
ー
ジ
が
持
つ
独

自
の
水
質
浄
化
シ
ス
テ
ム
に
よ

っ
て
、
排
水
規
制
の
厳
し
い
地

域
で
も
養
殖
が
可
能
と
な
り
、

団
地
や
商
業
施
設
の
駐
車
場
内

で
ヒ
ラ
メ
や
バ
ナ
メ
イ
エ
ビ
の

養
殖
を
行
っ
て
い
る
事
例
が
あ

る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
漁
港
の
駅
Ｔ
Ｏ
Ｔ
Ｏ

Ｃ
Ｏ
小
田
原
で
は
、
小
田
原
市

経
済
部
の
内
田
充
俊
課
長
、
小

田
原
市
漁
業
協
同
組
合
代
表
理

事
組
合
長
の
高

橋
征
人
氏
よ
り

施
設
の
設
置
の

背
景
や
目
的
、

そ
の
効
果
に
つ

い
て
説
明
を
受

け
た
ほ
か
、
畜

養
場
な
ど
を
見

学
し
た
。

　
本
施
設
は
高

鮮
度
水
産
物
の

安
定
供
給
と
定

置
網
漁
業
の
発

展
を
目
的
に
国

の
交
付
金
を
活

用
し
て
設
置
さ

れ
、
令
和
４
年
に
は
売
上
が

億
円
で
来
場
者
は

万
人
と
過

去
最
高
を
記
録
し
、
小
田
原
市

の
漁
業
の
振
興
に
寄
与
し
て
い

る
。

　
今
後
も
当
部
会
で
は
海
上
養

殖
や
陸
上
養
殖
の
可
能
性
を
探

り
な
が
ら
、
水
産
都
市
釧
路
の

発
展
を
図
る
こ
と
を
目
指
し
、

検
証
・
活
動
を
進
め
て
い
く
こ

と
と
し
て
い
る
。

　
令
和
５
年
分
の
所
得
税
贈
与

税
の
申
告
・
納
付
は
３
月

日

（
金
）
、
個
人
事
業
主
の
消
費

税
な
ど
に
関
す
る
申
告
・
納
付

は
４
月
１
日
（
金
）
ま
で
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。
免
税
事
業
者

で
イ
ン
ボ
イ
ス
発
行
事
業
者
に

登
録
す
る
た
め
に
課
税
事
業
者

に
な
っ
た
方
は
、
消
費
税
の
確

定
申
告
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
当
所
で
は
個
人
事
業
主
の
確

定
申
告
に
関
す
る
ご
相
談
を
お

受
け
し
て
お
り
ま
す
。
ご
相
談

を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に

当
所
地
域
振
興
部
０
１
５
４

（

）
４
１
４
３
ま
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
で
は
令

和
５
年
分
か
ら
『
マ
イ
ナ
ポ
ー

タ
ル
連
携
』
に
よ
り
申
請
書
の

自
動
入
力
対
象
が
拡
大
し
て
お

り
ま
す
。
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン

を
お
持
ち
の
方
は
、
ぜ
ひ
ｅ
―

Ｔ
ａ
ｘ
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
詳
細
は
上
記

Ｑ
Ｒ
よ
り
国
税

庁
の
Ｈ
Ｐ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
忘
れ
ず
に

令
和
５
年
分
申
告
始
ま
る
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当
所
は
、
地
域
総
合
経
済
団

体
と
し
て
地
域
経
済
の
活
性
化

や
発
展
を
目
指
し
、
地
域
の
商

工
業
者
の
経
営
サ
ポ
ー
ト
活
動

や
国
・
道
な
ど
に
対
す
る
政
策

提
言
活
動
、
地
域
振
興
活
動
な

ど
様
々
な
事
業
を
実
施
し
て
お

り
、
活
動
の
根
幹
と
な
る
事
業

計
画
は
当
所
会
員
な
ど
か
ら
の

意
見
や
提
案
、
部
会
活
動
を
反

映
し
て
策
定
さ
れ
る
。

　
１
月

日
（
木
）
の
政
策
委

員
会
で
事
業
計
画
を
検
討
し
、

同

日
（
火
）
会
頭
・
副
会
頭

会
議
で
原
案
を
承
認
、
２
日

（
金
）
の
会
頭
・
副
会
頭
と
部

会
長
・
委
員
長
会
議
で
事
業
計

画
案
が
承
認
さ
れ
た
。

　
今
後
は
、
８
つ
の
部
会
（
商

業
、
商
事
、
理
財
、
水
産
、
工

礦
業
、
建
設
、
運
輸
交
通
、
観

光
サ
ー
ビ
ス
）
と
５
つ
の
委
員

会
（
総
務
財
政
、
地
域
開
発
、

中
小
企
業
、
都
市
イ
メ
ー
ジ
ア

ッ
プ
、
政
策
）
に
お
い
て
、
当

所
お
よ
び
各
部
会
、
委
員
会
の

事
業
計
画
案
に
関
す
る
審
議
が

行
わ
れ
、
諸
会
議
を
経
て
、
３

月
に
行
わ
れ
る
通
常
議
員
総
会

で
最
終
的
に
決
定
さ
れ
る
。

　
事
業
計
画
大
綱
の
原
案
で

は
、
「
行
動
す
る
会
議
所
」「
信

頼
さ
れ
る
会
議
所
」
「
親
し
ま

れ
る
会
議
所
」
と
す
る
活
動
方

針
の
下
、
キ
ー
ワ
ー
ド
に
〝
仕

掛
け
る
〞
を
掲
げ
、
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
、
産
業
、
街
、
人
材
、

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
５
つ
を
重

点
分
野
と
し
て
定
め
て
い
る
。

　
計
画
に
は
、
陸
・
海
・
空
の

交
通
拠
点
の
機
能
向
上
を
目
指

し
、
北
海
道
横
断
自
動
車
道
の

延
伸
促
進
や
釧
路
港
港
湾
計
画

へ
の
政
策
提
言
、
新
規
航
空
路

線
開
設
の
働
き
掛
け
や
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
取
り
組

み
と
し
て
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
拠

点
構
想
を
掲
げ
た
。

　
ま
た
「
ま
ち
」
の
復
活
と
賑

わ
い
創
造
の
た
め
鉄
道
高
架
及

び
駅
周
辺
整
備
事
業
へ
の
取
り

組
み
や
空
き
ビ
ル
化
し
た
商
業

施
設
等
の
除
却
支
援
に
向
け
た

協
議
の
ほ
か
、
地
域
で
活
躍
す

る
人
材
育
成
を
目
指
し
、
高
等

教
育
機
関
へ
の
理
工
農
系
学
部

学
科
の
増
設
に
向
け
て
取
り
組

む
。
さ
ら
に
釧
路
の
冷
涼
な
気

候
風
土
の
優
位
性
を
ア
ピ
ー
ル

す
る
た
め
、
戦
略
的
に
ブ
ラ
ン

デ
ィ
ン
グ
に
取
り
組
む
こ
と
な

ど
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

　
当
所
や
釧
路
市
、
釧
路
港
湾

協
会
な
ど
が
主
催
す
る
『
釧
路

港
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー
』
を
６
日

（
火
）
東
京
都
に
て
開
催
し
、

荷
主
や
運
送
事
業
者
ら
約
２
２

０
人
へ
釧
路
港
を
Ｐ
Ｒ
し
た
。

　
講
演
で
は
、
（
公
社
）
全
日

本
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
星
野
治
彦

役
員
待
遇
企
画
部
長
が
ト
ラ
ッ

ク
業
界
の
現
状
や
２
０
２
４
年

問
題
を
見
据
え
た
釧
路
港
の
役

割
を
解
説
し
た
。

　
星
野
氏
は
業
界
の
現
状
を
説

明
し
た
上
で
、
働
き
方
改
革
に

伴
う
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
な
ど
に

よ
り
、
対
策
を
し
な
け
れ
ば
こ

れ
ま
で
通
り
の
輸
送
が
で
き
な

く
な
る
と
危
機
感
を
示
し
た
。

　
さ
ら
に
、
大
半
を
ト
ラ
ッ
ク

輸
送
に
依
存
す
る
道
内
に
お
い

て
「
港
湾
整
備
計
画
等
に
よ
る

利
便
性
向
上
が
今
後
期
待
さ
れ

る
船
舶
輸
送
と
の
連
携
が
ポ
イ

ン
ト
」
と
し
「
苫
小
牧
港
に
貨

物
が
集
中
し
て
い
る
が
、
今
後

は
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
の
効
率
も
含

め
た
航
路
選
択
や
分
散
が
求
め

ら
れ
る
」
と
説
明
し
た
。

　
続
い
て
、
川
崎
近
海
汽
船
㈱

内
航
定
期
船
部
の
小
原
一
良
部

長
が
、
日
立
港
と
の
定
期
航
路

の
概
要
や
２
０
２
４
年
問
題
に

つ
い
て
説
明
し
「
労
務
管
理
の

厳
格
化
や
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足

で
、
ひ
が
し
北
海
道
の
生
産
地

に
近
い
釧
路
港
の
需
要
が
高
ま

る
と
考
え
ら
れ
る
」
と
話
し
た
。

　
ま
た
、
南
星
海
運
ジ
ャ
パ
ン

㈱
の
今
泉
龍
也
セ
ー
ル
ス
グ
ル

ー
プ
部
長
代
理
が
釧
路
港
と
韓

国
・
釜
山
港
を
結
ぶ
外
航
船
定

期
航
路
の
概
要
を
紹
介
し
た
。

　
最
後
に
当
所
の
栗
林
定
正
会

頭
が
、
過
去
の
災
害
で
交
通
網

が
寸
断
さ
れ
た
際
、
釧
路
港
を

活
用
し
物
資
を
各
地
へ
届
け
た

実
績
を
挙
げ
「
釧
路
港
は
我
が

国
有
数
の
食
料
生
産
地
で
あ
る

北
海
道
の
〝
持
続
さ
せ
る
べ
き

物
流
〞
に
貢
献
で
き
る
と
自
負

し
て
い
る
」
と
Ｐ
Ｒ
し
た
。

漁港の駅ＴＯＴＯＣＯ小田原を見学する様子


